
自我同一性の獲得に対する感情表出トレーニングの意義

- 歪められた感情の克服に着目して-

稲 垣 応 顕

要 約

登校拒否また非行と行った問題行動を有する生徒たちに,感情表出 トレーニング

(TrainingforEmotionalExpression;以下TEEと略記)を適用するねらいである

自我同一性の確立を念頭に,それらの問題に対 して何故感情を支援の対象とするの

かについて検討を行った｡その具体的内容は,①現代の青年 (自我同一性の確立を

発達課題としている生徒たち)に見受けられる自我同一性拡散 (混乱)の内容,②

自我同一性の拡散 (混乱)に対する感情のかかわり,③TEEにおける支援者 (教師

やカウンセラー)の役割,④自我同一性の獲得を目的とするTEEの理念,について

であった｡

1.はじめに- 問題と目的-

筆者はこれまで,登校拒否や非行といった問題行動を有する中学生に対 して,感情表出

トレーニング (TrainingforEmotionalExpression;以下TEEと略記)を適用 し,い

く例かの結果を報告 してきた (稲垣 ･大塚1994,稲垣1995etal)｡筆者は, この手法の

適用にあたり,それら生徒たちの有する問題の原因を,彼らが自我同一性の獲得という発

達課題に戸惑い ｢歪められた感情 (distorted-emotion)｣をつのらせていったためであ

るととらえている｡また,この手法については,来談者中心主義的アプローチ ･行動主義

的アプローチ ･精神分析的アプローチ ･内観法的アプローチの折衷であると位置づけてい

る (稲垣 ･犬塚1995)｡そして,その手続きを,大きく①感情表出カー ドの記入,②感情

表出分類表の作成,③支援者 (教師やカウンセラー)との感情と言葉のキャッチボールで

あるオープントーキングとし (表 1),歪められた感情の表出 (解放)と整理 (自己省察),

またポジティブ感情の外向化の促進を通して,最終的には,彼らが自ら自我同一性の確立

を目指す意欲を培うことをねらいとしている｡

ところで諸富 (1996)は,これまでのカウンセリングについて,カウンセラーの態度条

件とクライエントの変化過程について ｢態度条件がなぜ人格変化を引き起こしうるのかと

いう点についての理論的説明は,不要なものとしてもともと放棄されていた｣と指摘して
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いるが,筆者も,この問題については以

前より疑問を抱いていた｡そして,筆者

が開発を進めているTEEについても,

何故TEEが生徒たちの支援となり得る

のかについて,理論構築を行う必要を感

じていた｡そこで本研究では,これまで

の臨床を振り返 りつつ,TEEの基礎理

論に関する第 1報として,何故TEEが

生徒たちの問題に対 して自我同一性の確

立への意欲と,それに向けての感情を重

視するのかについて,その理念を明らか

にすることを第 1の目的としている｡換

言すれば,このことは,何故彼らの問題

行動の支援に感情を取り扱うかを意味し

ている｡また,筆者はTEEの後半でオー

プントーキングを行うことについて,介

入 (intervention)の概念を取り入れつ

ら,さらに内観法的な手法として積極的

表 1 TEEの手続きの概略

1.相談室で, トレーナーと生徒は,机をはさ

み,体面法の位置関係を取り座る｡

2.カード記入 (過去) :前回のTEEから今日

までの出来事と,それについての感想 ･感情

の書き出しを促す｡

3.カード記入 (未来) :2と同様に,TEE終

了時から次回TEEまでの行動予定とそれに対

する気持ちの書き出しを促す｡

4.グルーピング :書き出されたカー ドを,

(+)と (-)の感情別に分類するよう促す｡

5.重みづけ :(+)と (-)の領域別に自分

にとって感情 レベルの深い順に重みづけをす

るよう促す｡

6.感情表出分類表の作成 :(+)･(-)過去 ･

未来の枠が書かれた大きめの画用紙を用い,

カードの糊づけを促す｡

7.分類表を基に,オープントーキングを行う.

*1セッションの時間は,約50分とする｡

な意味づけを行っている (稲垣 1996)0

そこで,この内観法的な意味合いでの自己省察を重視するTEEの理念と支援者の役割に

ついて検討することを第2の目的としている｡

2.自我同一性拡散と感情のかかわり

(1)現代の青年と自我同一性の拡散 (混乱)

筆者が,本研究を改めて行うことに際しては,刺激を与えてくれた1冊の本と,筆者に

とって極めて大切な友人との会話がある｡友人との会話については後述するが,その本と

は,高橋英利 (1996)が著した ｢オウムからの帰還｣(草思社)である｡そこには,元オ

ウム真理教信者であった彼が,オウム真理教に入信した理由を綴っている｡以下に,本研

究との関連において,それらを抜き出してみる｡

彼はまず,｢友達の前では,活動的で開放的な自分を振る舞っていたが,その分独りに

なった時には,果てしない虚無感におそわれていた｡環境に反応するだけの存在とは,何

のことはない｡自分自身の姿だったのだ｡環境に振り回され,本当の自分を見失っては,

そのことに対して自己嫌悪を覚える｡そんな日々が続いていた｡p.29｣と述べている｡筆

者は,この記述に彼の自我同一性獲得への目覚めと,それに向けた内的葛藤の激しさを感
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じている｡また,彼は ｢周囲の環境に応じて機械的に振る舞うばかりの日 ｡々 環境の数だ

け仮面を用意し,とっかえひっかえしていくうちに,本当の自分の顔さえ分からなくなっ

ている｡自らの存在の意味を問いながら,日常生活の中に埋没してしまって (後略)｡ p.

48-49｣,｢何かを始めなければならない｡だが,何をすればよいのかが分からず,ただ

足踏みしているばかり--0p.236｣とも述べている｡そして,前後するが,当時の日記

に ｢僕は僕である必要はなか?た｡p.29｣と書いていたと告白している｡ 彼は,病院で精

神科を受診 したことでさらに自己に対する絶望感を深化させ,彼の言葉で言えば ｢救いを

求めてp.49｣入信に至る｡

上述の記述を一読すれば,彼が自分に対 して戸惑い自分自身であろうとすることを放棄

していることは,容易に考察できるであろう｡ しかし我々は,これを重篤な自我同一性拡

敬 (混乱)の状況を示していると認めっっも,このような例はごく希なケースであるとと

らえがちではないであろうか｡筆者には,これらの記述が現代社会に生きる生徒たちの心

境を代弁しているように思われてならない｡更にいえば,筆者は,事実として問題行動を

有する生徒たちとの関わりの中で,これらに類する心理状況を多々兄い出している｡著者

の高橋自身も ｢実際にオウムに入ってみて驚いたのは,自分と同じような苦しみを持った

人が実に多くいたことだ｡p.57｣と述べている｡すなわち,今日登校拒否や非行などの問

題が多々見受けられるということは,それだけ ｢多様な価値観が混在する現代社会｣(鈴

木1997)の中で,犬塚 ･稲垣 (1994)が述べる ｢強度な自己否定かっ他者否定感情である

歪められた感情｣を有し,自己に対する確信が持てないといった自我同一健の拡散 (混乱)

を来たしている生徒たちが数多く存在する表れであると考えられる｡同様なことを宮原

(1994)は,｢共同社会的な関係意識の崩壊は,一人一人の自由を生み出したが,同時にそ

れは,一人一人の不確かさをも生み出した｣と述べている｡

(2)自我同一性とその拡散 (混乱)について

自我同一性 (Identity)とは,Erikson,E.H.(1902-)が人間のライフサイクルに関

する考察の中で,青年期の獲得課題として提唱した概念である｡ Erikson,E.H.(1950)

は,｢青年期とは,パーソナリティの再構成の時期である｣と述べた上で, この用語につ

いて ｢自我同一論の源泉は <中略> これこそが真実の私だ,という自覚である｣(Erik

son,E.H.1967)と述べている｡また,この用語を ｢内的な不変性 (sameness)と連続

性 (continuity)を維持する各個人の能力 (心理学的意味での自我)が,他者に対する自

己の意味の不変性と連続性とに合致する経験から生まれた自信｣のことであると定義づけ

ている (Erikson,E.H.1950)｡そして,｢自我同一性という言葉は,自己自身の中の永

続的同一 (自己同一)という意味と,ある種の本質的性格を他者と共有するという意味を

暗示するような相互関係を表して｣おり,その核心的問題としては ｢変化していく運命に

直面 しながらも,同じものおよび持続性を持ち続ける自我の能力である｡ただしそれは,
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変化に対して閉鎖的な心的組織を

意味するのではない｣(Eriksoh,

E.H.1971)とも述べている｡ と

ころで,この用語は,今日では一

般に ｢自分であること｣｢自己の

存在証明｣｢真の自分｣｢主体性｣

などの意味として用いられている

が,それに対して小此木 (1985)

は,精神分析学の立場から ｢自己

の単一性 ･連続単一性,連続性,

不変性,独自性の感覚を意味する｣

と述べている｡ また,自我同一性

感覚についてErikson,E.H.(19

表 2 自我同一性拡散の7つの現象

① ｢自分は何々である｣という社会的な自己選択を

回避 し,その選択を延期する｡

② 同一性意識の過剰ないし自意識過剰が起こる.

③ 勤勉さの拡散 (労働同一化の障害)が起こる｡

④ なんでも一時的 与暫定的なものとしてしか体験で

きない｡
⑤ 人と人との親密な関わりを極力避ける｡

⑥ 時間的展望の拡散｡時間的な見通 しを失い,生活

全体の緩慢化や無気力化をきたし,絶望感を抱 く｡

⑦ 否定的同一性の選択を行う｡

*嶋津 (1996)を基に筆者が作成

92)は,｢人が発達していく過程で抱く,自分自身と一体であるという感覚を意味し,同

時に共同体の歴史と未来とも一体であるという共同体感覚に対する親和感をも意味する｣

と述べ,西平 (1993)は ｢他者を見ている主観と自分自身を見ている主観とが,同一であ

るという感覚｣であると指摘している｡ 筆者は,これらの知見を概観 しながら,自我同一

性という用語について "環境における自己の存在価値の自己認識"を意味しているととら

えている｡

一方,Erikson,E.H.(1967)は,｢アイデンティティの危機とは,青年であることの

心理社会的な側面のこと｣であると述べると共に,青年の ｢内的葛藤は,個人が1つの明

確なるパーソナリティを持っに至る際の構成要因｣であるとの見解を示している｡また,

｢青年期は病気ではない｡むしろそれは,正常な発達の危機 (normativecrisis)である｡

それは,自我の強さ (egostrength)の表面的な同様にも関わらず,高度の成長潜在力

を秘めているという特徴を備えながら,葛藤が増大する正常発達の一段階である｣(Erik-

son,E.H.1981)とも指摘している｡さらに,Evans,氏.Ⅰ.(1967)は,Erikson,E.H.

が彼との対話の中で ｢アイデンティティの問題は,<中略>青年が傷っきゃすさと力強さ

を持ちながら,その両方の調和を図っていくことだ｣と述べたことを紹介している｡この

ことに関連しては,Erikson,E.H.(1967)自身も ｢活力的なパーソナリティは,内的 ･

外的な葛藤を乗り切り危機を克服する度に,内的統一性感の増大,また自分自身の基準や

自分にとり重要な意味を持っ人々の基準から見て 『うまくやる』能力の増大をもたらす｣

との見解を示している｡近年,わが国では,大野 (1995)がそれらの見解踏まえながら

｢青年期を子供から大人への過渡期であり,大人としての自己を選択する時期と考えるな

らば,本質的に青年期に自己への気づさと自己の選択の迷いがあること｣は必然であると,
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同様の見解を述べている｡ところが,今日の生徒たちの中には,その内的葛藤を克服する

だけの強さを持ち合わせず,自己の準拠枠に引きこもり,重篤な自我同一性の拡散 (混乱)

を来たしているものが多く見受けられる｡井上 ･佐々木 (1992)は,｢心理的な問題や症

状を抱えた青年には,その問題や症状の背後に自我同一性の障害を持っ者が多く見られる｣

と述べている｡そして筆者は,そのような拡散 (混乱)が行動として表れた具体例として,

登校拒否や非行,自殺,などをとらえている｡

この自我同一性の拡散 (混乱)についてErikson,E.H.(1959)自身は,前述 した通り

青年期が正常な発達の危機であると述べつつも,その存在を認めており,拡散 (混乱)の

内容として,空しさ,孤立感,自己意識の過剰さ,焦燥感,希望の喪失,他者への不信感,

親密な対人関係からの退却,否定的同一性の選択,などを掲げている (表2)｡また ｢痛々

しいほどに進行した孤立感,内的連続性感や同一性感の崩壊,全面的な恥意識,いかなる

活動をしても成就感を味わえないという無力感｣と共に,それらが時間展望の拡散や勤勉

の拡散をもたらす危険があることも示唆している (Erikson,E.H.1967)｡これらの知見

を考察した根本 ･中沢 (1990)は,自我同一性の確立と最も関わる時間展望の拡散におけ

る時間不安の中心的特質として ｢将来の社会生活への不安,取り残される不安,時の不帰

性への不安｣を指摘している｡

もちろん Erikson,E.H.(1967)が述べるように,誰でも ｢アイデンティティ混乱の

徴候を1つ2つ持っていることは (常識的にも)あり得る｣ことではある｡ しかしながら,

鈴木 (1996)は ｢今日では拡散 (混乱-筆者注)症状群が公然化し,正常な青年一般の心

理となってきた｣と指摘している｡筆者は,その見解を踏まえ,価値観が多様化し個人の

尊重や個性の重視の名の下で既存の倫理観や道徳観が崩れ始めている現代において,自我

同一性の拡散 (混乱)問題は,生徒たちの人間的成長の上で極めて重要視する必要がある

と考えている｡

3.自我同一性の確立と感情のかかわり

これまで述べてきたように,自我同一性の拡散 した状況として書き出される空しさ,孤

立感,自己意識の過剰さ (-ナルシズム 筆者注),焦燥感,不安感,希望の喪失,無気

力感,絶望感,他者への不信感などは,すべて我々人間のネガティブ感情を言い表す言葉

である｡稲垣 ･大谷 (1993)は,登校拒否生徒の事例を通して,彼らの多くが ｢感情レベ

ルで葛藤を持ち,現実逃避している｣ことを指摘している｡すなわち,問題行動を有する

生徒たちが,内的葛藤の中で自我同一性の拡散 (混乱)をきたし,何らかの歪められた感

情を有しているという事実は,誰もが認めるところであろう｡ただし筆者は,これらの歪

められた感情が鶴田 (1996)の述べるように,｢青年にとって内的な2面性｣を有 してい

ることも承知している｡その例として,国分 (1975)が劣等感について,劣等意識 (infe一
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riorityconsciousness)という言葉を当て ｢誰もが持ち,それを持っていることを意識

し,意識するがゆえにそれを克服しようとして努力する｣と述べることは大いにあり得る

と考えている｡この知見は,生徒たちに共通感覚 (comonsense)を基礎とした自己省

察と自己受容 (感情の整理)がなされ,歪められた感情および自己を取り巻く環境に対す

る彼らの見方が変容すれば,彼らの行動と自我同一性確立への意欲にポジティブな変容を

促すことが可能なことを示唆している｡この感情については,北田 (1992)が ｢感情は人

格と不可分であり,それぞれの人格の特質がそこに表現される｣と述べている｡また,福

井 ･伊藤 (1987)は,感情の果たす役割として①物の知覚に際し,その物の持っ意味の理

解 ･判断に関与する (知的 ･合理的な作用に必ず付加される)こと,②行動の選択に関与

すること,③自己意識の成立に重要な役割を担うこと,④時間感覚の成立に寄与すること,

を明らかにしている｡一方,熊井 ･藤井 (1993)は,｢思考は知性に基づき,想像は感情

に基づいている｡思考と想像は,想像が優位に立っ｣と述べた上で ｢感情のエネルギーを

もらって思考は働く｣と指摘し,福井 (1990)も ｢思考したり知覚したりするときに,感

情の情報が伴っているわけで,<中略>感情が伴わないと 『自分がある』という確信が持

てない｣ことを示している｡さらに国分 (1995)は,｢何故感情を奮い立たせる必要があ

るのか｡感情が高まると行動が生じるからである｣と述べている｡これらの見解は,いず

れも,感情が生徒たちの行動や自我同一性の獲得に対して,大きな影響を及ぼすことを示

唆するものである｡

以上で述べてきたことが,問題行動を有する生徒たちの支援において,筆者が "感情"

を重視しTEEを適用する理由である｡それに対し一方では,｢感情は行動の結果として生

じる｣として,生徒たちに ｢まず働く (行動する)｣よう促すことこそが,彼 らの支援に

は必要であるという考え方もある (Reynolds,D.K.1984,多湖 1993etal)｡筆者は,

日常の自分自身をかえりみて,その見解をある程度支持している｡しかし,現実問題とし

て内的葛藤により,どうしてよいのか分からないでいる生徒たちにとっては,動くために

何らかの心的エネルギーが必要である,と考えている｡そして,その心的エネルギーにつ

いても,感情が大きく関与しているととらえている｡

なお,本稿では感情という言葉を,以下の概念をすべて含んだ用語として用いている｡

(9 ｢フォrカシンダ｣や ｢体験過程｣で論じられる ｢体を通して感じられるものであり,

思考されたり知られたり,あるいは言語により表現されるようなものとは異なる｣と説明

を加えて用いられる "felt-sense"(Gendlin,E.H.1968,1974etal),②医学界で感情

障害を表す際に用いられる "emotion(情動)"｡･この情動については,Pribram,K.H.

(1970)が ｢外界の客観世界が,感覚を通して引き起こすもの｣であると述べ, 亀口 (19

85)が ｢怒り･恐れ ･喜び･悲しみなどのように,激しい感情の動き｣をさすと述べてい

る,③思考を踏まえた上で感じられ,言語報告できる主観的なイメージやmood(気分)
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やsentiment(情緒)である (Pribram,K.H.1970,福井 ･伊藤 1988)0

4.TEEにおける支援者の役割

国分 (1995)は,カらンセリングについて ｢言語的および非言語的コミュニケーション

を通 して,他者の行動変容を試みる人間関係である｣と定義 している｡ただし伊顔 (1993)

は ｢カウンセリングは,クライエントに援助を与えることだといわれる｡ しかしそれは,

問題解決のための援助であってほならないであろう｡<中略>クライエントの自立あるい

は自己実現のプロセスを促進するものでなければならない｣とも述べている｡ Rogers,C.

が来談者中心主義を提唱して以来,カウンセリングは受容 ･共感 ･積極傾聴を中心的話題

として研究が進められ,今日その需要も激増 している｡筆者は,これらRogers,C.以来

の理論をカウンセリングの基礎として不可欠なものとして支持 している｡ しかし同時に,

現代青年の有する問題に対処する際に,それだけでいいのかという疑問も有している｡ す

なわち,本稿で引用した高橋が,オウム真理教に入信する前段階として,病院で精神科を

受診 した際の状況と心境について ｢自分から精神科に行くのは,やはり苦痛だった｡とこ

ろが,担当の女の先生には 『ここに来るだけの元気があるんだったら大丈夫よ』と,いと

も簡単に言われてしまった｡先生は僕に,自分の事を話させて,それを克明にカルテに記

録 していった｡僕の方からの問いかけにはあまり答えることなく,とにかくしゃべらせる

のだ｡そして,面接が終わると 『高橋君,やっぱり薬が必要ね｡薬,出します』と言って

処方等を出してくれたのだった｡僕は,唖然とした｡<中略>深い絶望感が僕をとらえた

p.31｣と記述 していることを重視 している｡すなわち,従来のカウンセリングの原則にのっ

とり行われたと思われる病院での面接が,彼の絶望感を深化させてしまっているのである｡

多くのカウンセラーからは,カウンセリングが何か示唆を受ける場ではないとの指摘 (批

判)を受けるかもしれない｡ しかし,筆者はこれまで本稿で検討 してきたことを踏まえ,

現在一般に提唱されているカウンセリングに,_生徒指導的な要素,換言すれば父性原理的

な要素を積極的に取り入れる必要性を感 じている｡このことに関しては,高石 (1994)ち

｢アメリカの心理療法の情勢は,ここ20年間に非指示から指示的方向に移行 しつつある｣

ことを報告している｡また渡辺 (1996)は,近年の米国カウンセリング心理学の動向とし

て ｢カウンセ ラーの専門行動について援助 (helping)よりも介入 (intervention)｣とい

う用語が多く用いられている現状を紹介している｡

5.自我同一性の獲得に向けたTEEの理念

筆者は,自我同一性の獲得について検討するに際し,｢自己が自己であるためには他者

を必要とする｣(石井 1980,稲垣 ･犬塚 1994)という知見を支持している｡なぜなら,

稲垣 ･犬塚 (1994)が述べるように ｢自己は他者がいることにより自己として成立する｣
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からである｡ただし,同時に友田 (1968)の ｢人間が変化するのは,分かりやすくいうと

"ひとりぽつんといるとき''である｣との見解にも注目している｡諸富 (1996)は,この

友田の見解を紹介しながらRogers,C.のセラピーの理念検討を行い,｢クライエント中

心療法における典型的なクライエント体験は 『ひとり』の体験として体験される｣,｢カウ

ンセリングとは,他者からの共感的理解を得て,そこで初めて個人が内面的に 『一人』に

なることができる,という逆説的な関係なのである｣と述べている｡ そして,諸富 (1996)

はさらにこのことについて,人間が一人で悩む時には物理的には一人であるが,常に自己

ならざる自己と対話 しているということで心理的に独りにはなれてはない,悩みを共感的

に理解してくれる聞き手がいるとき,我々は,心の中に存在している複数の他者を相手に

預け心理的に独りになれると説明を加えている｡筆者は,これらの知見を支持 している｡

すなわち,生徒たちが自己内部に馨積している歪められた感情を表出するとは,受け止め

てもらえるという安心感の上になり立っ事柄であろう｡ただし,筆者は自ら実施 している

TEEの各手続きにおいて,内観法的な意味合いでの自己省察 (自己-の直面化)の促進

を重視している｡すなわち,心理的に独りになれない一人の場を意図的に設定 し,何が自

己の中で障害となっている感情なのかについての焦点化を促している｡その理由を説明す

ることにあたり筆者は,臨床場面でよく聞かれる ｢自分の気持ちが分からない｣また ｢こ

れから何をどうしてよいのか分からない｣と言った発言に注目している｡ すなわち,人間

は独りでいるときに,諸富が述べるように自己ならざる自己との対話を行っている｡ そし

て,自己はその対話の中から新たな自

己を生み出し,自我同一性確立へと向

かうことも事実であり,生徒たちの自

立のためには,そのような自己訓練が

必要であると考えるのである｡小林 ･

竹之内 (1994)は,生徒たちが大人に

なるためには ｢自己教育力｣が必要で

あり,その基礎として ｢自分自身を見

つめる力<中略>すなわち,自分を表

現しつつ理解する｣ことが必要である

と述べている｡筆者は,TEEにおけ

る支援者の役割を,生徒たちの有する

悩み (問題)に対 して,彼らの内部で

矛盾する "自己ならざる自己"の声を

も表出させ,それを丸ごと共感的に受

け止めることであるととらえている｡

l 新たな自己 l

/＼<自己内対話>
/ ＼ 感情

新たな自己 自己ならざ

(自 己) る 自 己 の

/＼ 葛

<自己内対話>'

図 1 自己省察による自我同一性獲得の過程

-90一二



また,TEEでは自己内部に抑圧されていた歪められた感情の表出 (解放)により,生徒

たちが混乱に陥ることを防ぐ目的で,介入の概念注1)を導入した応答を行っている｡ それ

は,先に,後述すると述べた筆者の友人が,筆者との子供の指導についての雑談の中で

｢(前略)彼らの悩みが深刻なら深刻なほど,こっちは何も言えなくて "うん,うん"って

聞くしかなくなるんだけど--0 `̀うん,うん''って聞いてやるだけじゃ駄目だと思う｡

そうかと言って,大人の (常識としての)理屈 (理論)は必要なんだろうけれど,それを

優先させて言っても彼らは駄目だと思う｡ "感情のこもった付き合い''とか, "感情のこ

もった信頼関係"とか, "彼らに対して感 じたことについての感情のこもった伝達"が必

要なんだと思う｣と述べてくれたことからの試みである｡この発言は,それが行き過ぎて

は日常的な会話のように,相手の人格の内部に土足で踏み込んでしまうというような危険

をはらんでいる｡ しかしながら,我々も ｢独りぽつんと｣いるときに,自己ならざる自己

との対話において,自分を励ましたり自分に言い聞かせたりすることはよくあることであ

る (図1)｡それを踏まえるならば,この発言は介入の概念とあいまって,示唆に富んだ

指摘であると思われる｡

5.全体的考察と今後の課題

青年期に発達課題とされる自我同一性の確立を念頭に,今日の生徒たち (青年)に見受

けられる自我同一性の拡散 (混乱)の内容,それに対する感情の影響,および支援者の役

割 (スタンス)について検討してきた｡青年期にある生徒たちは,自己を取り巻く環境の

中で ｢個性を自己表現しながら｣自己実現,換言すれば自我同一性の確立を模索している

(小林 ･竹之内 1994,稲垣 1996)｡ しかし,河合 (1995)が指摘するように,日本人にとっ

ては ｢何かのところに 『所属』しているか否かが実に重要なこと｣であり,｢その所属性

の維持のために 『自分を殺す』ことが必要なときが｣ある｡それに対して,生徒たちは定

金 ･上地 (1995)が述べるように ｢自分を殺すことができ｣ないときに,自我同一性の拡

敬 (混乱)をきたし,問題となる行動を生 じさせるのではないかと考えられる｡また,そ

の際,彼らの内的葛藤は,彼らを自己の準拠枠へとさらに引きこもりがちにさせ,歪めら

れた感情を増大させやすくする｡ したがって,TEEでは,そのような生徒への支援に際

し,共感的態度を前提として,生徒たちの `̀自己ならざる自己"の役割を引き受けること

が重要であるという考えに立っ ｡ そして,さらに筆者は,指示的 ･非指示的という枠を越

えた "感情のこもった付き合い'', `̀感情のこもった信頼関係","彼 らに対 して感 じた

ことについての感情のこもった伝達",が必要ではないかと考えている｡このことについ

ては国分 (1987)ら,カウンセリングの本質は ｢2人の心の触れ合い (personrelation

orencounter)である｣と述べている｡また,筆者は田中 ･原野 (1992)が述べる ｢外

的な基準ではとらえ切れない適応の問題を,内的な基準を理解することにより人間関係の
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改善や行動変容への援助｣ということを同じ意味であるととらえている｡

ただし,今後これらのことを実際の臨床場面で生かしていくためには,支援者の介入が

どこまで支援者の行為として許されるかについて,さらに精微な検討を重ねる必要がある｡

すなわち,生徒への支援とは,あくまでも生徒の自立,すなわち自我同一性の確立への意

欲を促進するために行わなければならない｡最近テレビのワイ ドショーをにぎわせている

カウンセラーとクライエントの婚約についての批判のように,支援者が生徒にとっての絶

対者になってしまう,換言すれば,支援者の果たす役割がすり変わってしまうことは,あっ

てほならないと感 じている注2)0

注 釈

注 1) 小田 ･勝村 ･吉田 (1994)は,この概念について①生徒が人間として生 きることに気づ くよ

う働きかける,②相手を尊重 しつつも指示を辞さず,受容 しつつも指示をする,③共感的理解

の域を出て,問題解決的思考の指示にも及ぶ,④実存的自己の受容への援助を行 う, ことであ

ると解説 している｡

注2)カウンセラーとクライエントが結婚に至るということは,現実としてあり得ることであろう｡

筆者は,そのこと自体は否定 していない｡ しかしながら,その際には,カウンセ リングが終結

した後に,改めて一定期間の交際を行うべきであると考えている｡
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